
３．保健と健康管理 
保育園における、子どもの健康増進や病気等への対応と予防は「保育所保育指針」に基づき行われております。

乳幼児が長時間にわたり、集団で生活する保育所では、一人ひとりの子どもの健康と安全の確保だけでなく、 

集団全体の健康と安全を確保に留意する必要があります。そこで、当園では厚生労働省の「保育所における 

感染症対策ガイドライン（2018 年改訂版）」に準じて対応と予防に努めています。 

  保護者のみなさまにおかれましてはこの点を十分にご理解いただき、ご協力をお願いいたします。 

 

① 登園前の体調チェック 

入園当初は、不安や緊張で体調を崩しやすく（発熱、下痢、便秘、夜泣き、食欲不振など）指しゃ 

ぶりなどのストレス症状が表れたりすることもあります。保育園での生活に慣れるまで、温かく見 

守っていきたいと思います。 

   園では毎朝、登園してきたお子さまの健康観察を行っています。ご家庭でも登園前は次のような 

ポイントでチェックを行ってください。いつもと様子が違う場合は必ず職員に状態をお知らせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんな時はご家庭で様子を見ましょう  

（登園を控えるのが望ましい時） 

 

 

夜、目覚めるほどの 

咳が出るとき 

ゼイゼイして息苦しい

とき 

 

 

24 時間以内に 

38℃以上の熱が 

出ていたとき 

 

寝起きで熱が 

37.5℃以上あるとき 
（他の症状がなくても病気が 

潜伏していることがあります） 

 

お子さんを預ける前に 

（登園途中や前日夜、 

当日朝等） 

頭部を打撲した場合 

 ：まず、医師の診察を受け 

  登園の可否について 

ご確認ください。 

 

 

24 時間以内に 

解熱剤やけいれん止めを

使用したとき 

 

受け入れの健康観察で 

目やに、目の充血、発疹など感染症が 

疑われる場合にはそのまま医療機関を

受診し、登園の可否について確認を 

取っていただく場合があります。 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

嘔吐・下痢があるとき 

水分や食事をとると 

嘔吐・下痢がする場合 


